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NOSAI広島へのお問い合わせ・ご連絡先
平
成
26
年
８
月
19
日
か
ら
８
月
20
日
未
明
に
か
け
て
の
広
島
市
安

佐
南
区
、
安
佐
北
区
を
中
心
と
し
た
大
規
模
土
砂
災
害
に
よ
り
被

害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
対
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

広
島
県
農
業
共
済
組
合

表紙写真表紙写真
紹介紹介

（
中
央
上
）三
次
市
の
山
下
向
日
葵
ち
ゃ
ん（
１０
）と
す
ず

ら
ん
ち
ゃ
ん（
７
）。「
毎
日
一
緒
に
通
学
で
き

て
楽
し
い
で
す
」と
話
す
仲
良
し
姉
妹
で
す
。

（
中
央
下
）北
広
島
町
の
中
谷
克
志
さ
ん（
19
）。今
年
４

月
、水
稲
や
麦
、大
豆
な
ど
の
栽
培
を
手
が

け
る
会
社
へ
就
職
。「
早
く
先
輩
方
の
よ
う
に

な
り
た
い
」と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
八
千
代
町  

共
済
委
員

水
稲
　
２０・４
ア
ー
ル

野
菜
　
８
ア
ー
ル

★
西
野
さ
ん

　
家
族
み
ん
な
健
康
で
、
孫
に
は
元
気
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

★
こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん

　
や
さ
し
く
て
、
い
つ
も
あ
そ
ん
で
く
れ

る
大
す
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。

★
大
樹
く
ん

　
な
つ
は
み
ず
で
っ
ぽ
う
、
ふ
ゆ
は
た
こ

あ
げ
を
し
て
く
れ
て
た
の
し
い
で
す
。

栽
培
面
積

広
島
県
農
業
会
議
（
会
長 

藏
田
義
雄 

東
広
島
市
長
）
の
会
議
員
に
、
当
組

合
が
推
薦
し
た
理
事 

山
口
敦
允
氏
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
（
平
成
26
年
9

月
8
日
就
任
）

お
知
ら
せ

ひ
ま
わ
り

今
年
の
水
稲
を

振
り
返
る

《
お
孫
さ
ん
》

松
村 

こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん（
７
）

　
　 

大
樹
く
ん（
５
）

　
　 

咲
蘭
ち
ゃ
ん（
10
ヵ
月
）

西
野 

博
美
さ
ん
（
58
）

に
し

の

ひ
ろ

み

た
い
じ
ゅ

さ  

ら
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１ 

気
象
概
況

2 

生
育
状
況

来
年
に
向
け
て
の

栽
培
管
理
　

水 稲 共 済
被害申告から共済金
支払いまでの流れ

８月
下旬

組合員は組合へ被害を申告し、被害
耕地に立札を立てます。

損害評価会支所委員と組合職員が、
評価地区ごとに実測調査を行い、単
収の均衡を図ります。実測調査は、調
査耕地の稲を60株刈り取ります(坪
刈り）。

損害評価会委員が調査結果を審議
し、共済減収量（損害評価高）を決定し
ます。

県・国への損害評価高報告後、対象農
家の皆さんに「水稲共済金」をお支払
いします。

組合は、評価地区を設定し、委嘱した
損害評価員（３名以上を１班とする）に
よる全耕地の収量調査を行います。
(検見または実測)

1.被害申告

2.悉皆調査
  （全筆調査）

3.抜取調査

4.損害評価会

5.

6.共済金支払い

県・国への損害
評価高の報告

大災害でも確実に支払えるよう
に、責任の一部を国が保険してい
ます。そのため、大災害の場合
は、国の認定後、共済金をお支払
いします。

〜

〜
11月
下旬

12月
上旬

12月
中旬
以降

東
広
島
市
西
条
町

庄
原
市
総
領
町

高温 低温

低温
降水量 多

日照不足

低温
最高気温（℃）

平年より
高い

平均気温（℃）

降水量（㎜）

最低気温（℃）

平年値

（平年値）

日照時間
（時間）
（平年値）

低い

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

　基
本
技
術
を
励
行
す
る

①
土
づ
く
り
の
実
施
（
堆
肥
や
土
づ

く
り
肥
料
の
施
用
）
、
ほ
場
の

均
平
化

②
健
苗
育
苗
（
塩
水
選
、
種
子
消
毒

の
徹
底
、
適
正
な
温
度
管
理
）

③
適
切
な
施
肥
管
理
（
葉
色
診
断
に

よ
る
穂
肥
の
施
用
）

④
適
正
な
水
管
理
（
間
断
か
ん
が
い

や
中
干
し
の
徹
底
、
適
期
落
水

（
出
穂
後
30
日
間
は
水
が
必

要
）
）

⑤
病
害
虫
防
除
は
、
早
期
発
見
、
適

期
防
除
を
実
施

⑥
適
期
収
穫
、
適
正
な
乾
燥
調
製

　基
本
技
術
を
励
行
す
る

①
土
づ
く
り
の
実
施
（
堆
肥
や
土
づ

く
り
肥
料
の
施
用
）
、
ほ
場
の

均
平
化

②
健
苗
育
苗
（
塩
水
選
、
種
子
消
毒

の
徹
底
、
適
正
な
温
度
管
理
）

③
適
切
な
施
肥
管
理
（
葉
色
診
断
に

よ
る
穂
肥
の
施
用
）

④
適
正
な
水
管
理
（
間
断
か
ん
が
い

や
中
干
し
の
徹
底
、
適
期
落
水

（
出
穂
後
30
日
間
は
水
が
必

要
）
）

⑤
病
害
虫
防
除
は
、
早
期
発
見
、
適

期
防
除
を
実
施

⑥
適
期
収
穫
、
適
正
な
乾
燥
調
製

　
５
月
上
旬
ま
で
は
気
温
が
低

く
経
過
し
ま
し
た
が
、
５
月
中

旬
か
ら
６
月
上
旬
は
高
温
傾

向
、
６
月
中
旬
か
ら
７
月
中
旬

は
低
温
傾
向
、
７
月
下
旬
は
高

温
傾
向
で
推
移
し
ま
し
た
。

　
梅
雨
入
り
は
平
年
よ
り
も
5

日
程
度
早
く
、
６
月
2
日
頃
で

し
た
。
梅
雨
明
け
は
平
年
よ
り

も
１
日
早
い
７
月
20
日
頃
で
し

た
。

　
８
月
に
入
っ
て
か
ら
は
降
雨

量
が
多
く
、
曇
天
が
続
い
て
最

高
気
温
は
低
く
、
最
低
気
温
は

高
い
傾
向
と
な
り
、
日
照
時
間

が
か
な
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
（
下
図
）

　
台
風
８
号
（
７
月
上
旬
）
、

11
号
・
12
号
（
８
月
上
旬
）
の
風

雨
の
影
響
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

①
北
部
地
域
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

の
生
育
状
況

　
田
植
え
は
平
年
並
み
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
草
丈
は
平
年
並
み
か

ら
や
や
長
く
な
り
ま
し

た
。
田
植
え
後
は
、
高

温
で
日
照
時
間
が
多
く

経
過
し
た
た
め
、
活

着
・
初
期
生
育
は
順
調

で
、
茎
数
は
最
高
分
げ

つ
期
前
後
ま
で
は
平
年

よ
り
多
く
推
移
し
ま
し

た
。
生
育
後
半
は
平
年

並
み
に
近
付
き
ま
し
た

が
、
穂
数
は
平
年
よ
り

や
や
多
く
な
り
ま
し

た
。
葉
色
は
、
平
年
並

み
か
ら
や
や
濃
く
推
移

し
ま
し
た
。
出
穂
期
は

平
年
並
み
で
し
た
。

　
８
月
上
旬
に
接
近
し

た
台
風
11
号
、
台
風
12

号
の
風
雨
の
影
響
で
褐

変
穂
や
内
え
い
褐
変
病

の
発
生
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
一
部
の
ほ

場
で
倒
伏
し
ま
し
た
。

　
出
穂
後
、
日
照
不
足
、
多
雨

に
経
過
し
、
ま
た
防
除
作
業
が

遅
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
い
も
ち

病
（
穂
い
も
ち
、
枝
梗
い
も

ち
）
の
発
生
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
紋
枯
病
の
上
位
葉
へ
の
進

展
等
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
穂
後
、
曇
天
低
温
に
推
移

し
た
た
め
登
熟
が
遅
れ
、
収
穫

時
期
は
平
年
よ
り
５
日
か
ら
10

日
程
度
遅
く
な
り
ま
し
た
。

②
南
部
地
域
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）

の
生
育
状
況

　
田
植
え
は
平
年
並
み
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
草
丈
は
平
年
並
み

で
し
た
。
田
植
え
後
の
活
着
・

初
期
生
育
は
順
調
で
、
茎
数
は

最
高
分
げ
つ
期
前
後
ま
で
は
平
年
よ

り
多
く
推
移
し
ま
し
た
。
生
育
後
半

は
平
年
並
み
と
な
り
、
穂
数
は
平
年

並
み
と
な
り
ま
し
た
。
葉
色
は
、
平

年
並
み
か
ら
や
や
濃
く
推
移
し
ま
し

た
。
出
穂
期
は
平
年
並
み
で
し
た
。

　
７
月
25
日
、
平
成
26
年
度
病
害
虫

発
生
予
察
情
報
注
意
報
第
２
号
で
、

中
生
種
に
い
も
ち
病
発
生
の
注
意
報

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
が
日
照
不

足
、
多
雨
に
経
過
し
た
た
め
、
い
も

ち
病
（
葉
い
も
ち
）
の
発
生
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

図　平成26年 気象データ（観測地点：東広島）

舛
長 

一
一
さ
ん
（
64
）

ま
す
な
が

か
ず
い
ち

　
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
７
月
と

８
月
は
曇
り
の
日
が
続

い
た
た
め
、
平
年
に
比

べ
生
育
が
１
週
間
か
ら

10
日
ほ
ど
遅
れ
て
い
ま

す
。
天
候
不
順
の
影
響

で
丈
ば
か
り
が
伸
び
、

穂
の
出
来
を
心
配
し
ま

し
た
が
、
収
穫
量
は
平

年
並
み
に
な
り
そ
う
で

す
。
９
月
に
入
っ
て
天
候
が
回
復
し
て
い
る
の
で
、
中

生
、
晩
生
に
期
待
し
た
い
で
す
。

瀧
口 

隆
巳
さ
ん
（
68
）

た
き
ぐ
ち

た
か

み

水稲作付
面積

約

水稲作付
面積

20㌶約

70㌃

　
田
植
え
後
、
６
月
、
７

月
は
順
調
に
生
育
し
て
い

ま
し
た
が
、
梅
雨
が
終

わ
っ
た
と
思
い
き
や
８
月

に
な
り
大
雨
。
今
年
は
、

倒
伏
し
や
す
い
コ
シ
ヒ
カ

リ
が
倒
れ
て
い
な
い
の

で
、
日
照
不
足
で
あ
ま
り

穂
が
実
っ
て
い
な
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
電

気
牧
柵
を
し
て
い
て
も
侵

入
す
る
イ
ノ
シ
シ
に
は
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
収
穫
は
楽
し
み
で
す
ね
。
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N
O
S
A
I
事
業
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
先
は

最
終
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家
畜
共
済

火
災
の
備
え
は

《
住
ま
い
る
》で
万
全
に

　
空
気
が
乾
燥
し
、
日
々
寒
く
な
る
こ
れ

か
ら
の
季
節
は
、
暖
房
器
具
を
使
う
機
会

が
増
え
、
少
し
の
不
注
意
か
ら
火
災
事
故

が
起
き
る
可
能
性
も
高
ま
り
ま
す
。

　
本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
前
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
の
火
災
共
済
で
、
も
し
も
の
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

●
火
災
共
済
の
補
償
内
容

　
火
災
、
落
雷
、
破
裂
・
爆
発
、
外
部
か

ら
の
物
体
の
落
下
・
飛
来
等
、
給
排
水
設

備
の
事
故
に
よ
る
水
ぬ
れ
、
盗
難
に
よ
る

き
損
・
汚
損
、
騒
乱
に
よ
る
破
壊
損
害

●
共
済
掛
金

　
木
造
の
住
宅
で
、
１
年
間
8
7
０
０
円

で
１
０
０
０
万
円
を
補
償
し
ま
す
。
（
臨

時
費
用
担
保
特
約
付
き
）

※
契
約
更
改
時
に
は
、
加
入
内
容
の
見
直

し
を
含
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

※
火
災
共
済
の
補
償
に
加
え
自
然
災
害
に

よ
る
損
害
を
補
償
す
る
、
総
合
共
済
も

あ
り
ま
す
。

家
畜
の
異
動
連
絡
は

至
急
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

　
家
畜
共
済
加
入
家
畜
の
事
故
に
対
す
る

共
済
金
の
支
払
い
を
適
正
に
行
う
た
め
、

家
畜
の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生
な
ど

の
異
動
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
直
ち
に
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
各
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
異
動
の
通
知
が
遅
れ
た
場
合
や
、
通
知

が
な
い
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
、
異
動
の

あ
っ
た
牛
お
よ
び
死
亡
牛
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

果
樹
の
被
害
申
告
は

お
早
め
に

果
樹
共
済

　
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
や
晩
柑
類
に
自
然

災
害
、
鳥
獣
害
等
の
被
害
が
あ
っ
た
場

合
、
収
穫
前
に
損
害
評
価
を
行
い
ま
す
。

　
す
で
に
被
害
申
告
を
受
け
付
け
て
い
る

地
域
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
最
寄

り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
各
支
所
等
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

大
豆
の
被
害
申
告
を

受
付
中 畑

作
物
共
済

　
大
豆
の
収
穫
時
期
を
迎
え
、
被
害
申
告

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
や
鳥
獣

害
等
に
よ
り
、
規
定
の
減
収
（
一
筆
７
割
補

償
を
選
択
の
場
合
は
平
年
収
量
の
３
割
を
超

え
る
減
収
）
が
見
込
ま
れ
る
耕
地
に
つ
い

て
、
収
穫
前
に
被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
評
価
終
了
後
は
、
適
期
の
収
穫
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

麦
共
済
の
加
入
申
し

込
み
は
お
済
み
で
す
か
　

　
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
る
減
収

を
補
償
す
る
、
麦
共
済
の
加
入
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
作
付
面
積
が
10

㌃
以
上
の
場
合
は
、
必
ず
ご
加
入
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
11
月
25
日
（
火
）
ま

で
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
各
支
所
等
へ
お
願

い
し
ま
す
。

建
物
共
済

イノシシによる食害を受けた園地

平成２６年度無事戻し
農作物共済・畑作物共済・果樹共済 総額２,２６６万円
平成26年度無事戻金を、８月下旬に該当組合員にお支払いしました。

組合は、前３年間に被害がない場合などは、掛金の一部を払い戻します。
※無事戻しをするための積立金がある場合に限ります。

※
申
請
期
限
は
、
10
月
31
日
（
金
）
で
す
。

平成26年度無事戻金内訳

農
作
物
共
済・果
樹
共
済
加
入
者
対
象

獣
害
防
止
施
設
購
入
費
用
一
部
助
成
の
交
付
は
、

12
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

計算式
無事戻金＝前３年間の共済掛金÷３
－（前３年間の共済金＋前２年間の無事戻金）

支払対象者（人）共済目的の種類 支払金額（円）
農作物共済 水 　 　 稲

大 　 　 豆

ぶ ど う
指定かんきつ 
うんしゅうみかん 

畑作物共済 

果 樹 共 済

合 　 　 計

16,043
39

334
168
32

16,616

15,973,429
354,370

4,030,440
1,793,310

508,950
22,660,499

削
蹄
助
成
金
交
付
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

【
申
請
期
限
】
平
成
27
年
2
月
28
日

総
合
共
済
ご
加
入
の

皆
さ
ま
へ

　
年
末
調
整
で
使
用
い
た
だ
く
地

震
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、
お
届

け
す
る
建
物
共
済
証
券
の
左
側
に

添
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
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共
済
掛
金
等
の
納
入
は

加
入
内
容
の
本
人
確
認
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
共
済
掛

金
等
の
現
金
納
入
に
係
る
不
祥
事
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
に
、
現
金
納
入
か
ら
口
座
振
替
へ
の

移
行
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

は
、
Ｊ
Ａ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
そ
の

他
の
銀
行
等
で
す
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
共
済
掛
金
等
を
「
現
金
」
ま
た
は

「
振
込
」
で
納
入
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
ご
加
入
内
容
の
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
確
認
の
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し
た

ら
、
加
入
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
ご
署
名
の
上
、
ご
返
送
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平成26年
1月から 記帳・帳簿等 の保存制度の対象者が拡大されました

詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。
＊「個人で事業を行っている方の記帳・帳簿等の保存について」（記帳説明会のご案内）をご覧ください。

平成26年1月から個人で事業（農業を含む）を行う全ての方については、記帳と帳
簿等の保存が必要です。（所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。）

ＮＯＳＡＩの共済掛金、共済金、無事戻し金等の税法上の取り扱いは次のとおりです。

詳しくは、最寄りの税務署へお問い合わせください。

農業所得申告のポイント

※1　事業用の固定資産の損失は、支払いを受けた共済金を除いて、必要経費に算入します。    
※2　住宅に係る建物共済掛金のうち地震等損害部分の掛金については、地震保険料控除を受けることができます。   
　　  地震保険料控除を受ける場合には、地震保険料控除証明書を、確定申告に添付または提示が必要です。

（ご注意）共済金の支払通知書、共済掛金の領収書等は５年間保存が必要です。 また、口座振替で掛金を納入された方は、その印字のある通帳
　　  も併せて保存しておいてください。  

共済事業 共済金 共済掛金・賦課金 無事戻し金

農作物（水稲・麦)

畑作物（大豆）

特定園芸施設
（本体・ビニール等）

附帯施設
（ボイラー・空調施設等）

施設内農作物

火災

総合

果樹
（うんしゅうみかん・なつみかん・
指定かんきつ・りんご・ぶどう・なし）

家畜
（牛・馬・豚)

農機具

事業所得に算入され課税 事業所得に
算入され課税

事業所得に
算入され課税

必要経費に算入します。 ※1

必要経費に算入します。 ※1

事業所得に算入され課税

原則として非課税　

原則として非課税　

原則として非課税　

原則として非課税　

事業所得に算入され課税

原則として非課税　
共済事故により肥育牛、肉豚など「棚卸資
産」を処分した場合は、「（未償却残高－処分
価額）－受取共済金の額＝資産損失の金額」
として必要経費に算入
※法人については、法人税法に基づき申告し
てください。

事業所得に算入され課税
果樹の収穫期の属する年分の収入金額に計上

原則として非課税　
農機具の資産損失の金額を計算するに当
たっては、その共済金の額を差し引く。
※農機具更新共済については、諸要件によっ
ては課税の対象となる場合があります。詳し
くは、ＮＯＳＡＩへお問い合わせください。　　
　

農業用（納屋、倉庫、畜舎等）に係る
掛金は必要経費に算入します。 ※1

農業用（納屋、倉庫、畜舎等）に係る
掛金は必要経費に算入します。※1  
なお、住宅用については、必要経費
には算入できません。 ※2

園芸
施設

建物

国税庁

も
ち
も
ち

揚
げ
レ
ン
コ
ン
の
煮
物

　
レ
ン
コ
ン
と
い
え
ば
、
独
特
の
歯

応
え
や
ホ
ク
ホ
ク
感
で
、
き
ん
ぴ
ら

や
煮
物
で
大
活
躍
で
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
料
理
は
、
ひ
と
手

間
か
け
て
素
揚
げ
に
す
る
こ
と
で
、

レ
ン
コ
ン
の
う
ま
味
や
香
り
、
食
感

が
よ
り
一
層
引
き
立
つ
一
品
で
す
。

　
揚
げ
た
て
を
そ
の
ま
ま
生
姜
醤
油

等
で
い
た
だ
い
て
も
、
ま
た
薄
く

切
っ
て
レ
ン
コ
ン
チ
ッ
プ
に
し
て

も
、
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
旬

の
季
節
に
是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

公
益
社
団
法
人

広
島
県
栄
養
士
会

副
会
長

（
常
翔
学
園
広
島
国
際
大
学

医
療
栄
養
学
部
准
教
授
）

レ
ン
コ
ン

木
村 

要
子 

先
生

材料（2人前）

レンコン 200ｇ
厚揚げ 100ｇ
干ししいたけ 2枚
絹さや 6枚
ぎんなん 6個

（できれば生を。缶詰でも可。）

Ⓐ　
  しょうゆ 大さじ1  
  さとう 大さじ 2/3  
  みりん 小さじ1  

 だし 2カップ

作り方

❶レンコンは皮をむき、一口大
の乱切りにし、水にさらして水
分を切る。

❷❶を細かい泡が立つくらいの
温度（160℃）の油で、軽く色
づく程度に揚げる。

❸油抜きした厚揚げを一口大に
切る。

❹水で戻した干ししいたけを一
口大に切る。

❺鍋にしいたけの戻し汁とだし
汁を入れ、レンコン、しいたけ、
厚揚げを入れて火にかけ、沸
騰したら中火にし、Ⓐを加え煮
含め、ぎんなんを加える。

❻筋を取って下ゆでした絹さや
を加え、ひと煮立ちさせて火
を止める。

レ
ン
コ
ン
一
口
メ
モ

私
も
作
っ
て
い
ま
す

　
レ
ン
コ
ン
は
、ハ
ス
の
地
下
茎
の
部
分
で
す
。穴

が
特
徴
で
、泥
の
中
で
育
つ
た
め
に
必
要
な
空
気

を
水
上
の
葉
の
部
分
か
ら
送
り
込
み
ま
す
。成
長

順
に
親・子・孫
と
別
れ
、節
ご
と
に
味
わ
い
も
異

な
り
、切
り
方
や
調
理
方
法
で
料
理
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
広
が
り
ま
す
。

　
美
し
い
花
も
有
名
で
す
が
、食
用
の
も
の
は
鎌

倉
時
代
以
降
に
中
国
か
ら
導
入
さ
れ
、主
に
秋
か

ら
冬
に
収
穫
さ
れ
ま
す
。

　
成
分
の
大
部
分
は
で
ん
ぷ
ん
で
す
が
、ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
も
多
い
野
菜
で
す
。

　
１０
年
ほ
ど
前
か
ら
、大
和
町
の
特
産
品

「
大
和
白
竜
レ
ン
コ
ン
」を
約
３０
ア
ー
ル
栽
培

し
て
い
ま
す
。こ
の
レ
ン
コ
ン
は
、色
が
白
く

て
粘
り
が
強
い
の
が
特
徴
。三
原
市
内
の

ス
ー
パ
ー
の
ほ
か
、注
文
を
受
け
て
直
送
も

し
て
い
ま
す
。寒
い
時
期
の
収
穫
は
大
変
で

す
が
、お
客
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く「
お
い
し

か
っ
た
」と
い
う
声
を
励
み
に
、妻
と
息
子
の

３
人
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

岡
場 
弘
雄
さ
ん
（
72
）

三
原
市
大
和
町

親

子

孫

旬
の
野
菜
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

岡場さん（左）と息子の誠治さん（４８）

今
回
の
野
菜



　
廿
日
市
市
吉
和
の
毛
利
春
美
さ
ん

（
78
）
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
ワ
サ
ビ

な
ど
の
傍
ら
、
シ
ベ
リ
ア
南
部
原
産
の

ル
バ
ー
ブ
を
約
50
平
方
㍍
栽
培
し
て
い

ま
す
。
「
標
高
が
高
い
吉
和
の
気
候
が

合
っ
て
い
る
の
か
も
」
と
、
ル
バ
ー
ブ

を
手
掛
け
て
10
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

　
強
い
酸
味
と
赤
紫
色
の
茎
が
特
徴
の

ル
バ
ー
ブ
。
当
初
は
、
切
っ
て
ポ
テ
ト

サ
ラ
ダ
に
入
れ
る
く
ら
い
し
か
食
べ
方

が
分
か
ら
ず
、
毎
週
日
曜
日
に
吉
和
で

開
か
れ
る
青
空
市
場
へ
出
荷
し
て
も
売

　
市
内
の
病
院
で
、
看
護
師
と
し
て

働
い
て
８
年
目
で
す
。
現
在
は
内
科

病
棟
に
勤
務
し
、
患
者
さ
ん
が
一
日

で
も
早
く
元
気
に
な
れ
る
よ
う
に
、

日
々
看
護
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
夜
勤
も
多
い
不
規
則
な
生
活
な
の

で
、
家
族
と
毎
月
行
く
温
泉
は
、
体

の
疲
れ
を
と
っ
て
く
れ
る
癒
し
の
ひ

と
と
き
で
す
。

　
今
年
の
夏
は
、
家
で
ト
マ
ト
と

キ
ュ
ウ
リ
を
育
て
ま
し
た
。
毎
日
成

長
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
、
収
穫
し

た
も
の
は
、
み
ず
み
ず
し
く
て
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
ま

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

れ
残
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
4
、
5
年
前
に
、
来
店
客
か
ら

「
ジ
ャ
ム
に
す
る
と
い
い
よ
」
と
教
え

て
も
ら
っ
た
こ
と
で
一
転
。
店
頭
で
新

た
な
食
べ
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
広
島
市

内
に
住
む
人
か
ら
買
い
求
め
ら
れ
た

り
、
パ
ン
屋
か
ら
注
文
が
入
っ
た
り
す

る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
す
。

　
青
空
市
場
へ
は
、
近
隣
の
農
家
４
戸

と
共
に
、
約
30
束
を
出
荷
。
「
生
産
者

の
大
半
が
70
代
後
半
で
す
。
こ
れ
か
ら

後
継
者
が
で
き
れ
ば
い
い
け
れ
ど
、
や

れ
る
範
囲
で
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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地域の話題地域の話題

食
べ
方
を
提
案

ル
バ
ー
ブ 

売
れ
行
き
良
好

「フキのように葉の軸を食べるんですよ」とルバーブ
を収穫する毛利さん

1束約300㌘100円で販売。手前はジャム

廿日市市

　
定
年
後
の
人
生
の
た
め
に
新
し
い
こ

と
を
始
め
た
い
―
三
次
市
布
野
町
の

益
田
邦
昭
さ
ん
（
56
）
は
、
テ
レ
ビ
で

知
っ
て
興
味
を
持
ち
、
3
年
前
、
ダ

チ
ョ
ウ
の
飼
育
や
販
売
な
ど
を
手
掛
け

る
「
広
島
県
布
野
オ
ー
ス
ト
リ
ッ
チ
株

式
会
社
」
を
設
立
し
、
翌
年
に
は
ダ

チ
ョ
ウ
6
羽
の
飼
育
を
始
め
ま
し
た
。

　
家
畜
な
ど
の
飼
育
経
験
は
全
く
な

か
っ
た
益
田
さ
ん
は
、
本
で
学
び
、
日

本
ダ
チ
ョ
ウ
協
会
へ
加
入
し
て
情
報
を

収
集
。
ダ
チ
ョ
ウ
を
飼
育
・
販
売
す
る

岐
阜
県
の
会
社
で
、
1
年

間
の
研
修
も
受
け
ま
し

た
。

　
現
在
、
肉
用
や
繁
殖
用

な
ど
15
羽
を
飼
育
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
ひ
な
は
、

毎
日
体
重
を
測
定
し
て
餌

を
調
節
し
た
り
、
小
屋
の

足
元
を
清
潔
に
保
っ
て
ス

ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う

に
し
た
り
す
る
な
ど
、
健

康
管
理
に
特
に
気
を
使
い

ま
す
。

　
飼
育
と
並
行
し
て
、
町

内
の
道
の
駅
「
ゆ
め
ラ
ン

ド
布
野
」
で
「
だ
ち
ょ
う

の
お
肉
や
さ
ん
圭
の
助
」

を
経
営
。
現
在
は
山
梨
県

か
ら
仕
入
れ
た
ダ
チ
ョ
ウ
の
肉
を
使

い
、
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
や
串
か
つ
な

ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
一
人
で
も
や
る
つ
も
り
で
始
め
ま

し
た
が
、
や
は
り
家
族
の
協
力
が
な
け

れ
ば
で
き
ま
せ
ん
」
と
益
田
さ
ん
。
今

で
は
、
後
継
者
と
な
る
三
女
の
圭
さ
ん

の
助
け
も
あ
り
、
規
模
拡
大
に
よ
る
雇

用
の
創
出
や
、
耕
作
放
棄
地
へ
の
飼
料

の
作
付
け
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
も

意
欲
的
で
す
。

　
11
月
に
は
い
よ
い
よ
、
益
田
さ
ん
が

育
て
た
ダ
チ
ョ
ウ
を
食
肉
と
し
て
提
供

で
き
る
予
定
で
す
。
益
田
さ
ん
は
、

「
ま
だ
肉
量
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

将
来
は
２
０
０
羽
ま
で
増
や
し
、
地
元

で
育
っ
た
ダ
チ
ョ
ウ
の
肉
を
た
く
さ
ん

の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

第
２
の
人
生
は

ダ
チ
ョ
ウ
と
と
も
に

「ダチョウはとても好奇心旺盛なんですよ」と益田さん。触れ合えるダチョウもいる

「夫には悔いが残らないよう、やりたい
ようにやってもらいたい」と妻のちどり
さん（54）。今年４月に道の駅にオープ
ンしたカフェの店長を務める

三次市

　
神
石
高
原
町
の
「
株
式
会
社 

神
石
高

原
」
は
、
自
社
産
や
地
域
の
農
産
物
を

使
い
、
ウ
メ
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
の
飲
用

や
料
理
用
の
シ
ロ
ッ
プ
を
製
造
し
て
い

ま
す
。
委
託
加
工
し
た
炭
酸
飲
料
と
一

緒
に
、
町
内
の
道
の
駅
「
さ
ん
わ

1
8
2
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
量
販
店
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
。
最
近
は
東

京
の
広
島
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ

「
T
A
U
」
に
も
出
荷
し
、
順
調
な
売

り
上
げ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
、
同
町
在
住
の
服
部
文
子
さ

ん
（
48
）
ら
が
、
過
疎
・
高
齢
化
で
耕

作
放
棄
地
が
年
々
拡
大
す
る
現
状
を
憂

慮
し
、
「
美
し
い
里
山
を
復
元
さ
せ
た

い
」
と
2
年
前
に
設
立
。
獣
害
が
多
い

地
域
で
、
被
害
に
耐
え
ら
れ
、
特
産
品

に
な
る
よ
う
な
農
作
物
と
し
て
、
ウ

メ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
シ
ソ
、
カ
リ
ン
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
同
町
で
生
産
さ
れ
た
シ
ョ
ウ

ガ
は
気
候
な
ど
の
関
係
で
、
市
販
の
も
の

に
比
べ
て
辛
味
成
分
が
1.3
倍
程
度
多

く
、
血
行
促
進
や
疲
労
回
復
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
効
能
が
あ
る
と
い
い
ま

す
。
シ
ロ
ッ
プ
の
ほ
か
、
乾
燥
シ
ョ
ウ
ガ

や
紅
シ
ョ
ウ
ガ
も
売
り
出
し
中
で
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
の
大
田
博
昭

取
締
役
（
66
）
は
「
多
く
の
方
々
に
、

よ
り
安
全
で
質
の
良
い
食
品
と
食
材
を

お
届
け
し
、
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
　
㈱
神
石
高
原
　

　
T
E
L 

０
８
４
７

－

８
９

－

５
０
０
５

高
品
質
な
製
品
で

地
域
を
守
り
た
い

「ふくろうの里」のラベルで地元をＰＲする従業員

神石
高原町

野
竹 

英
香
さ
ん
（
30
）

の

た
け

え
い

か

三
原
市



★

★ ★

2014／秋　vol.0211 10

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
を
お
届
け
し
ま
す

生
産
現
場
の
ア
イ
デ
ア
が
満
載

分
か
り
や
す
い
農
政
解
説

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
が
分
か
る

身
近
な
話
題
が
豊
富

●
過
疎
が
進
む
中
、
地
域
お
こ
し
や
新

品
種
の
紹
介
な
ど
参
考
に
な
り
ま

す
。
（
男
性
、
72
歳
）

●
新
聞
を
と
っ
て
３
カ
月
で
す
。
い
ろ

い
ろ
参
考
に
な
る
こ
と
を
、
切
り

取
っ
て
集
め
て
い
ま
す
。
何
よ
り
読

み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
で
す
。

（
男
性
、
64
歳
）

●
「
体
に
う
れ
し
い
野
菜
と
果
物
の

話
」
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
（
女
性
、
59
歳
）

①２０１４年サッカーワールドカップ優勝国
②横断歩道では「○○見て、左見て…」
③抽選に当たるなんて○○が良いな♪
④広島県が生産量全国１位のかんきつ。今

年度果樹共済の共済目的に加わりました
⑦人にも植物にも、これを持って接したい

ですね
⑧この夏はスカッと晴れる日が少なかった
⑨色紙をハサミでチョキチョキ。広げてみる

と出来上がり
⑪世界的な有名画家。代表作は「ゲルニカ」
⑬とうもろこし
⑭ぎゅっと抱きしめる
⑯居酒屋で注文したい、牛○○煮込み

①ドはドーナツのド♪「○○○の歌」
③「○○○も育ちも広島じゃけん」
⑤６月２３日の通常総代会ですべて承認さ

れました（創刊号参照）
⑥月でうさぎが餅を○○
⑨結婚５０年、○○婚式
⑩葉が赤く染まると行きたくなる
⑪広島発祥と言われるつけ麺は○○辛！
⑫いらなくなったものをリサイクル
⑭台風や雪の時期は早めに対策して中の

作物を守ろう
⑮心地よい風が○○○
⑰１０時に集合、○○○厳守

のうさい
タテとヨコのカギをヒントにクロスワードを解いて、二重ワクの文字を組み合わせて答えを探してください。

クロスワードを解いて、
地域の特産品を
ゲットしましょう！

クロスワードを解いて、
地域の特産品を
ゲットしましょう！

タテのカギ ヨコのカギ

A B C D

おもて うら

７３２－００５２
広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２

－

２
３

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見・
 ご感想など

応募方法
はがきに答えを書いて送ってください。
●締め切り

平成26年12月５日（金）
（当日の消印有効）
※当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて

いただきます。
※いただいたご意見・ご感想を紙面で紹介させてい

ただく場合があります。
※お送りいただいたはがきの内容は、景品の発送と

紙面作り以外の目的には使用いたしません。

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント
神石高原町の
「ふくろうの里
飲用シロップ
詰め合わせ」
８ページでご紹介し
た、㈱神石高原の梅シ
ロップ・生姜シロップ・

紫蘇シロップの３本セットです。冷水、お湯はもちろん、
炭酸やお酒で5、6倍に薄めて。ヨーグルトやアイスに
かけても◎。いろいろなアレンジでお楽しみください。

今回のプレゼント

①

⑥

⑪

⑮

⑫ ⑬

⑧

⑩

⑨

②

⑤

⑭ ⑯

⑰

⑦

③ ④

年
間
購
読
料 

４
６
８
０
円

お
申
し
込
み
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

各
支
所
等
ま
で

読
者
の
声

D

A

BC

大乗

竹原
バンブージョイ
ハイランド

的場公園

安芸長浜
忠海JR呉線

52
円

広
告

185

185

185

185

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ノ
ー
サ
イ

く
ん
」が
、名
所
や
地
域
な
ら
で
は
の
料
理
、

学
べ
る
場
を
訪
ね
て
県
内
を
散
策
。

今
回
は
、竹
原
市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

点在する島々と穏やかな海を一望

竹原の新・ご当地グルメ

竹原いもタコ
カレー

エデンの海パーキングエリア
竹原市忠海長浜３丁目
駐車場　６台

　恵まれた風土で育つ
竹原・吉名産のジャガ
イモを皮付きのまま素
揚げし、瀬戸内海産タ
コの味付き唐揚げと、
季節の野菜を合わせた
贅沢なカレー。
　市や商工会議所、観光協会などによる「竹原ご当地グ
ルメ推進協議会」が開発し、厳しいルールをクリアした市
内の飲食店など４店で、今年７月から提供されています。

道の駅たけはら

道の駅たけはら

竹原市本町一丁目１番１号　
TEL 0846‐23‐5100

《営業時間》
●売店・観光情報コーナー　
　9:00～18:00
●レストラン　
　軽食・喫茶 9:00～17:00
　ランチ 11:00～14:00(LO13:30）
　ディナー 17:00～21:00(LO19:00)
　※ディナーは完全予約制
　　（前日17:00まで）
定休日／毎月第３水曜日

地元の旬の野菜を使った副菜やこ
だわりのデザートが付いて980円

（全店共通）

畑 景子 さん

一度食べると
忘れられない味を
是非ご賞味ください！

工場見学や体験で
ジャムについて深く知ろう！

アヲハタ ジャムデッキ
　アヲハタ株式会社は、昭和７年、広島のみかんを缶詰加
工する目的で、当時かんきつ類の優良産地であった瀬戸
内に位置する忠海で創業しました。現在もこの地に本社
や工場を構え、ジャムを製造しています。
　アヲハタ ジャムデッキは、近年まで製造を行っていた
旧工場を改装し、工場見学やジャム作りができる施設。中
にはジャムギャラリーやジャム工房など、缶詰やビンをイ
メージした円形のブースが設けられています。

アヲハタ ジャムデッキ

アヲハタ
ジャムデッキ

竹原市忠海中町1‐2‐43
TEL 0846‐26‐1550

《開館時間》
9:30～16:30
休館日／日曜日、月曜日、祝日、
年末年始、その他指定休あり
※予約は１週間前まで受け付け

瀬戸内海を目の前に望む、船の
デッキをモチーフとしたデザイン
の建物

ジャムデッキスタッフ

いろいろな体験を
通して、ジャムの
おいしさを再発見
してくださいね！

瀬戸内のかんきつを使った
マーマレード

映画化された小説「エデンの海」の舞台と
なった忠海沖の瀬戸内海を見渡せる

エデンの海
パーキングエリア

き
ら
き
ら

輝
い
て
た
よ
！

ほ
の
か
に
甘
い

香
り
が
し
た
よ

タ
コ
は
ぷ
り
ぷ
り
、

お
い
も
は
ほ
く
ほ
く
だ
よ

竹原
編

山中泰徳 駅長
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広島支所
　廿日市出張所
北広島支所
　安芸高田連絡所

東広島支所
　

　安芸津出張所
　
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
　神石高原連絡所
三次支所

広島市(佐伯区を除く)、安芸郡府中町・海田町・熊野町・坂町

広島市佐伯区、大竹市、廿日市市

山県郡安芸太田町・北広島町

安芸高田市

東広島市(安芸津町を除く)、呉市(安浦町･川尻町･

下蒲刈町･蒲刈町･豊浜町･豊町･音戸町･倉橋町を除く)

竹原市、東広島市安芸津町、呉市安浦町･川尻町･

下蒲刈町･蒲刈町･豊浜町･豊町、豊田郡大崎上島町

江田島市、呉市音戸町･倉橋町

三原市、尾道市、府中市、世羅郡世羅町

福山市

神石郡神石高原町

三次市、庄原市

082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107
0826-42-4006

082-434-4337

0846-45-5327

0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0847-82-2116
0824-66-3111

名　　称 電話番号 担当区域

NOSAI広島へのお問い合わせ・ご連絡先
平
成
26
年
８
月
19
日
か
ら
８
月
20
日
未
明
に
か
け
て
の
広
島
市
安

佐
南
区
、
安
佐
北
区
を
中
心
と
し
た
大
規
模
土
砂
災
害
に
よ
り
被

害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
対
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

広
島
県
農
業
共
済
組
合

表紙写真表紙写真
紹介紹介

（
中
央
上
）三
次
市
の
山
下
向
日
葵
ち
ゃ
ん（
１０
）と
す
ず

ら
ん
ち
ゃ
ん（
７
）。「
毎
日
一
緒
に
通
学
で
き

て
楽
し
い
で
す
」と
話
す
仲
良
し
姉
妹
で
す
。

（
中
央
下
）北
広
島
町
の
中
谷
克
志
さ
ん（
19
）。今
年
４

月
、水
稲
や
麦
、大
豆
な
ど
の
栽
培
を
手
が

け
る
会
社
へ
就
職
。「
早
く
先
輩
方
の
よ
う
に

な
り
た
い
」と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
八
千
代
町  

共
済
委
員

水
稲
　
２０・４
ア
ー
ル

野
菜
　
８
ア
ー
ル

★
西
野
さ
ん

　
家
族
み
ん
な
健
康
で
、
孫
に
は
元
気
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

★
こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん

　
や
さ
し
く
て
、
い
つ
も
あ
そ
ん
で
く
れ

る
大
す
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。

★
大
樹
く
ん

　
な
つ
は
み
ず
で
っ
ぽ
う
、
ふ
ゆ
は
た
こ

あ
げ
を
し
て
く
れ
て
た
の
し
い
で
す
。

栽
培
面
積

広
島
県
農
業
会
議
（
会
長 

藏
田
義
雄 

東
広
島
市
長
）
の
会
議
員
に
、
当
組

合
が
推
薦
し
た
理
事 

山
口
敦
允
氏
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
（
平
成
26
年
9

月
8
日
就
任
）

お
知
ら
せ

ひ
ま
わ
り

今
年
の
水
稲
を

振
り
返
る

《
お
孫
さ
ん
》

松
村 

こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん（
７
）

　
　 

大
樹
く
ん（
５
）

　
　 

咲
蘭
ち
ゃ
ん（
10
ヵ
月
）

西
野 

博
美
さ
ん
（
58
）

に
し

の

ひ
ろ

み

た
い
じ
ゅ

さ  

ら
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